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概要（Summary）
本稿は、小学校音楽科において多く用いられている鍵盤ハーモニカの指導について整理するため
の第一段階として、市販されている教則本の分析・検討を行うものである。
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1. はじめに
今や、小学校音楽科における器楽分野では、鍵盤ハーモニカを用いた指導が当たり前であるかの
ようになってきている。そういった意味では、ソプラノリコーダーと双璧をなすといってもよいで
あろう。しかし、リコーダーには500年以上の長い歴史があるのに対し、鍵盤ハーモニカは70年ほ
どであるといわれている1。楽器も近年、様々な種類が発売されたり、改良がなされたりなどして
おり、これからも発展を遂げていく楽器であるといえよう。また、鍵盤ハーモニカを演奏するアー
ティストが次々と登場してきており、実に多種多様な方法で演奏を行っている。例えば、学教教育
での扱われ方は片手奏であるが、両手奏を行っている人も増えてきている。このようなことから
も、鍵盤ハーモニカは、教育楽器としての位置付けから脱却しつつあるといってもいいかもしれな
い。さらに、最近では一般社団法人全日本ピアノ指導者協会（ピティナ）においてワークショップ
が行われたり、2015年９月に開催された「メロディオンフェスティバルin東京」において同協会が
後援していたりと、ピアノ教授においても注目されつつある。
このような中、学校教育その他で鍵盤ハーモニカはどんな教えられ方をしているのだろうか。そ
の状況を把握するために、本稿では、市販の教則本の分析・検討を試みることにする。どのような
目的で、どんな内容をどういった順序で習得することを意図しているのかを読み取ることによっ
て、今後の指導に関する研究の一助としたいと考えている。
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¹ 鍵盤ハーモニカはイタリアのClaviettaがその始まりであると言われているようだが、定かではない。日本では鈴木楽
器製作所がメロディオンを1961年に誕生させたのが始まりであるようである（2015年度スズキ教育用楽器総合カタログ
p.14またはhttps://www.suzuki-music.co.jp/information/10632/（最終確認：2015年９月26日））。日本では、メロディオン
やピアニカなどの名前で親しまれている鍵盤ハーモニカであるが、それぞれ、鈴木楽器製作所、東海楽器製造株式会社
及びヤマハ株式会社の登録商標である（登録番号：第1240421号、第618501号）。
鍵盤ハーモニカの指導について
―教則本の分析を通して─
Lesson of Keyboard Harmonica : A Study of Some Textbooks
新井　恵美†
ARAI Emi
128
2. 検討
鍵盤ハーモニカのための楽譜を含めた本は何種類か出版されているが、今回は「教則本」、「はじ
めて（初歩、ビギナー）」をキーワードとして検討の対象を選定した。初歩の指導というのが大切
であると考えたからである。その結果、（１）藤原勇『新版　さあ、はじめよう！初めての鍵盤ハー
モニカ』第２版（全音楽譜出版社、2010）、（２）池田輝樹『初歩からの鍵盤ハーモニカ教則本』（ド
レミ楽譜出版者、2013）、（３）松田昌『マサさんの　さあ！はじめよう　鍵盤ハーモニカ　～ピ
アニカ・鍵盤ハーモニカの指導者とビギナーのために～』（ヤマハミュージックメディア、2015）
の３冊について検討を行うこととした。
以下、それぞれの詳細について示していく。
（１）藤原勇『新版　さあ、はじめよう！初めての鍵盤ハーモニカ』第２版（全音楽譜出版社、
2010）
著者は、現職の小学校教員である。そのため、小学校低学年での、特に第１学年での指導（一生
指導）を想定して書かれている。
教える内容を大きく８つのステップに分けており、その順序は「準備と片付け」、「たねとばし（タ
ンギング）」、「どんぐりさんとそらまめさん」、「オスティナート奏」、「根音奏」、「和音奏」、「旋律
奏」、「やさしい器楽合奏」となっている。
まず、「準備と片付け」では、楽器のケース、吹き口、水抜きについて書かれている。ケースは、
座奏時に譜面台としての機能も持っていることが多いが、著者は音色やボリュームに影響するため
使用していないという。吹き口は、立奏用と座奏用とあるが、著者は特別な場合を除いては、立奏
であっても座奏用のものを用いているという。鍵盤の視認性に配慮してのことだという。手入れと
しては吹き口の水洗いと本体の水抜きを示している。
「たねとばし（タンギング）」では、タンギングの練習法として、舌の動きを連想しやすい「たね
とばし」という用語を使って、まずは吹き口のみで、慣れてきたら楽器につないで実施する方法を
提唱している。「タンギングは、リコーダーや他の吹奏楽器に通ずるものなので、ねばり強い指導
をすることは大変意味があること」であると述べ（p.18）、その重要性を説いており、指導の際、
教師が細心の注意を払って聴き分け、評価しなければならないと指摘する。
「どんぐりさんとそらまめさん」とは、久野静夫作詞、市川都志春作曲で、教育芸術社発行音楽
科教科書『小学生のおんがく１』にも掲載されている《どんぐりさんのおうち》からきていると思
われる。すなわち、どんぐりさんが「ド」であり、そらまめさんが「ソ」である。ト音記号下第一
線のドからオクターヴ上のドまでに目印のシールを貼ってしまうことも多々あるが、著者はいずれ
不要になる目印であるから必要最小限にとどめるのがよいとし、この２箇所に目印をつけることに
しているという。また、楽器に親しませるためと意欲を持たせるために、オクターヴ全ての白鍵の
音をタンギングの練習を目的としながら出させることも提案している。
「オスティナート奏」では、オスティナートを、「主旋律を歌ったり楽器で演奏したりする時に、
もう一つの旋律を鍵盤ハーモニカで演奏して重ねてみる」場合の「もう一つの旋律」と定義し
（p.26）、C durの楽曲に１音（ソ）あるいは２音（ド・ソ）で構成されたオスティナートを演奏さ
せる試みである。これによって正しい手の形と鍵盤の感覚を身に付けることが目的であるという。
「根音奏」は、主要三和音の根音を演奏させるもので、「オスティナート奏」の延長であると考え
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られる。
「和音奏」は、次に登場する旋律奏に重ねて和音を演奏するものであるが、一つの和音型を演奏
したり、三和音の構成音を分担して演奏したりする方法が提案され、「セロハン・テープ作戦」と
名付けられた、指を本体にセロハン・テープで留めてしまうという著者独自の方法を紹介してい
る。
「旋律奏」では、指くぐりや指またぎ、又はポジション移動（「おひっこし」としている）につい
て触れているが、それほど詳しくはない。ポジション移動や指くぐりなどの箇所は、指番号を丸や
四角で囲んで分かりやすくする工夫はしてある。旋律の変奏などの提案もしている。
「やさしい器楽合奏」では、和音伴奏と旋律奏を合わせたもの、木琴や鉄琴など別の楽器を加え
た楽曲の提案がなされ、まとめとしている。
（２）池田輝樹『初歩からの鍵盤ハーモニカ教則本』（ドレミ楽譜出版社、2013）
著者は、アコーディオンやハーモニカの演奏家であり指導者である。対象は幼児から大人と幅広
く構成されている。
まずは鍵盤ハーモニカという名称の由来や種類などの予備知識から始まる。その後、準備として
の指や手の運動が紹介され、持ち方に入る。持ち方については、（１）や後述する（３）の教則本
には登場せず、特徴的であるといえよう。それは、音楽科の教科書にも掲載されている、ごく一般
的な持ち方である。
続いて、吹き方としてタンギング等の種類が６種類提示されている。タンギングをせずに息を吹
き込む方法、タンギング奏法（シングル・タンギング、ダブル・タンギング）、著者が「ジャング
ル奏法」と名付けた、一般的にフラッターツンゲと呼ばれる巻き舌を使った奏法、「ガット・トー
ン奏法」と呼ばれる、喋りながら吹く奏法、舌を上下あるいは左右に素早く動かしながら吹く「マ
ンドリン奏法」、一般的にベンドと呼ばれる「フェイク奏法」が紹介されている。
その後、楽譜にあたるための楽典が一覧で示されている。これは大人向けであることの特徴であ
るといえよう。それを学習した上で、24調の音階が２オクターヴの上下行で掲載されている。
ここまで来てようやく練習曲を吹くにあたっての諸注意となる。ブレスやスタッカート、ヴィブ
ラートにまで言及している。最後に、「導入→各種類の運動→リズム奏→階名唱→部分奏→部分奏
とリズム奏の混合→音階練習→旋律奏→いろいろな吹き方→合奏」という指導の順序が示されて
いる。なお、リズム奏とは、（１）の教本でいうところのオスティナート奏のことであり、いろい
ろな吹き方とは、様々なアーティキュレーションで吹くことを提案している。他の２冊にあるよう
な、指またぎや指くぐりなどについては触れられていない。
最後に練習曲として、指の練習曲と楽曲が掲載されている。それぞれの楽曲がどんな練習を目的
としているかは書かれておらず、前半の解説を参考に吹くよう指示されている。
巻末には楽器の修理法が紹介されており、これも特筆すべき点であるといえよう。
（３）松田昌『マサさんの　さあ！はじめよう　鍵盤ハーモニカ　～ピアニカ・鍵盤ハーモニカ
の指導者とビギナーのために～』（ヤマハミュージックメディア、2015）
著者は鍵盤ハーモニカを吹いて35年という演奏家である。小学校への訪問演奏や大学での鍵盤
ハーモニカの授業など、精力的に行っている。
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対象は、小学校低学年から高学年であり、学校の授業用として使うことを想定している。左ペー
ジが子ども用、右ページが教師用というレイアウトになっている。
まずは運指の指導として、ドレミファソに右手の１～５を置いた状態を「基本ポジション」と呼
び、これを始めに指導する。全26曲中11曲目からポジション移動が加わる。ポジション移動によっ
て変化する指番号は白抜き文字で示してある。14曲目からは基本ポジションから指を広げていく
「指ひろげ」が、21曲目からは指またぎや指くぐりが登場する。
次にタンギングの指導についてである。小学校においては、全ての音にタンギングする指導が一
般的であるが、著者はタンギングなしで吹いたほうがよいフレーズとタンギングが必要なフレーズ
があることを明言している。そして、音をはっきりさせたいときにタンギングをするのが一般的で
あると述べている。また、同音を繰り返し演奏するときは指で弾き直さずにタンギングするよう指
導するのが一般的であるが、演奏者自身のイメージによって使い分けるべきであると述べている。
その後、楽曲とそれぞれの指導のポイントが示されていく。例えば、ポジション移動では「ひじ
を使って素早く移動させましょう。」（p.35）、指またぎでは「手首に力が入っているとスムーズに
いきません。柔軟な手首が大切です。」（p.51）といったように、さまざまな技術的側面の方法論に
加え、それぞれの曲をいかに音楽的に吹くかに重点が置かれている。１曲目の《ドレミファソ》か
ら、綺麗な音で吹くことを求めていたり、学習指導要領でいうところの「思いや意図」を持たせて
表現を考えさせたりするような、曲想の面についても触れているところが特徴的である。それを実
現させるための強弱の付け方の工夫やアーティキュレーションについてきちんと触れることで、著
者が冒頭で述べているところの「音楽する喜びを感じ」る工夫がなされている。１曲１曲のポイン
トは、「音楽する喜び」ももちろんのこと、指導者への指導のポイントの提示、また、難しいと思
われる箇所を困難なく乗り越えられるような書き方になっている。所々に発表会レパートリーを盛
り込み、打楽器等を加えたアンサンブルも提示されている。楽曲の伴奏にも工夫が凝らされてお
り、小学生の教材にありがちな主要三和音のみの伴奏ではなく、様々な借用和音を備えたものに
なっている。
３. 考察
ここまで、３冊の教則本について見てきた。これらの３冊はそれぞれ対象とする人が異なるた
め、身に付けさせようとしていることの基本は同じでも方向性が異なっている。例えば、（１）は
小学校第１学年を中心に書かれているため、基本的なことをきっちり丁寧に指導しようとする姿勢
がみられる。特に、タンギングを身に付けさせる部分にその特徴は現れている。また、授業展開例
が紹介され、一斉教授のクラス授業のパターンが書かれている。難易度別にパートを割り振るなど
の工夫もその一例であろう。（２）では、幅広い年齢層を対象としていると書かれているが、実際
に読むのは大人を想定していると思われ、幼児にはそれを読んだ大人が指導するように書かれてい
る。細かい技術のことがあまり書かれていないのは、大人だったらその程度は分かっているという
ことなのか、はたまた大人の愛好家は技術よりもいろいろな曲を楽しく吹ければいいということな
のか定かではないが、解説はあっさりしており、こうすると何らかの技術が習得できるという感じ
ではない。タンギングについてもシングル・タンギングとダブル・タンギングがあること、やり方
として種を飛ばすような感じという記述はあるが、きちんと習得すべきであるとか、どんな時に使
うべきなのかとかいったことには言及がないのである。（３）では、小学生を高学年まで見通して
131
書かれており、小学生に身に付けさせたい技能や感性なども含めて書かれている。タンギングにつ
いては、冒頭で使い分け（したりしなかったり、あるいは指で弾き直したり）について書いていて
も、タンギングの練習のための楽曲もあり、一般的な「tu」以外の「du」も取り入れたりする工夫
がなされている。長いスパンでの指導を考えると、このような書き方ができるのであろう。
冒頭でも述べたように、鍵盤ハーモニカはまだ新しい楽器であり、演奏法も様々なものが現れて
いる。また、鍵盤ハーモニカはピアノのような鍵盤楽器でもあり、リコーダーのような管楽器でも
あるため、双方の技術が必要となってくる。その上で、演奏に必要とされる技術はどんなものなの
か、どのように指導を構築していけば系統だった指導ができるのか、今後整理していく必要がある
と思われる。それを今後の課題とし、本稿を閉じることとする。
参考文献
文部科学省『小学校学習指導要領解説　音楽編』（教育芸術社、2008）
宮﨑里子『音楽の教科書　小学校低学年～高学年用』（山と渓谷社、2009）
藤原勇『新版　さあ、はじめよう！初めての鍵盤ハーモニカ』第２版（全音楽譜出版社、2010）
池田輝樹『初歩からの鍵盤ハーモニカ教則本』（ドレミ楽譜出版社、2013）
松田昌『マサさんの　さあ！はじめよう　鍵盤ハーモニカ　～ピアニカ・鍵盤ハーモニカの指導者
とビギナーのために～』（ヤマハミュージックメディア、2015）
新実徳英ほか『小学音楽　おんがくのおくりもの１』（教育出版、2015）
新実徳英ほか『小学音楽　音楽のおくりもの２』（教育出版、2015）
教育出版株式会社編集局編『小学音楽　おんがくのおくりもの１指導編・研究編』（教育出版、
2015）
教育出版株式会社編集局編『小学音楽　音楽のおくりもの２指導編・研究編』（教育出版、2015）
小原光一ほか『小学生のおんがく１』（教育芸術社、2015）
小原光一ほか『小学生の音楽２』（教育芸術社、2015）
小原光一ほか『小学生のおんがく１指導書』（教育芸術社、2015）
小原光一ほか『小学生の音楽２指導書』（教育芸術社、2015）
鈴木楽器製作所『鈴木教育用楽器2015年度総合カタログ』（鈴木楽器製作所、2015）
平成27年10月１日受理

